


（様式 7：電子媒体） 

（若手研究者海外挑戦プログラム） 

 

（３） 費用分割問題（Airport problem） 

 人数が変わりうる費用分割問題を考える。この時に、ある人数の問題においてあるル

ールに従い費用を分担した後に、新たな個人が費用分割問題に参加する新しい問題を考

える。この場合、費用を分担する個人が増えるため、元の問題における個人について、

分担される費用は減ることが想定される。この減り方に関して、上界をまず示した。ま

た、「sequential equal contribution ルール」のもとでは、この減り方が最も小さいこと

を示した。また、この性質を満たす他のルールが存在することを示した後に、sequential 

equal contribution ルールは、この性質に加えて条件付き費用加法性を満たす唯一のルー

ルであることを示した。 

 

 

6.研究成果発表等の見通し及び今後の研究計画の方向性（1/2ページ程度を目安に記入すること） 

 ５において述べた３つの研究について述べて行く。（１）の結果は派遣中に査読付き国際雑誌であ

る Economics Letters に採択された。（２）（３）について、今後の方向性は以下のように計画して

いる。 

 

（２）現在、派遣中に得られた結果を論文としてまとめ、査読付き国際雑誌に投稿し、査読中であ

る。今後は、日本オペレーションズ・リサーチ学会の研究会やゲーム理論ワークショップ、DC コン

ファレンスをはじめとして国内で本研究を発表するだけでなく、Conference on Economic Design

や European Meeting on Game Theory (SING)などの国外での発表も考えている。 

 

（３）派遣中に得られた結果を論文としてまとめる。また、共著者と新たな研究を進める。派遣期

間終盤に本研究を進めることができたために、まだ具体的にどのような新しい研究を進めるかは話

し合うことができなかった。しかし、今後もメール等を用いて、派遣先にいる共著者と連絡をとり

続け、具体的な方向性を決める予定である。 

 

 

7.本プログラムに採用されたことで得られたこと（1/2ページ程度を目安に記入すること） 

 今回の研修を通じて、以下のような成果を得られた。 

1. 投稿していた論文を Thomson 教授とともに改定することで採択された 

2. 私の論文を Thomson 教授から添削いただき、査読付き国際雑誌に投稿し査読中である 

3. 新たな分野（Claims problem や Airport problem など）について、Thomson 教授とのディ

スカッションによって理解を深めた 

4. ３について学んだだけではなく、論文を書くことができた 

5. 英語によるプレゼンについて、Thomson 教授からのフィードバックから学ぶことができた 

6. Thomson 教授を通して、様々な研究者と話をする機会を得て、私の研究についてだけでなく

研究者の論文についてコメントしディスカッションをすることができた 

 

 当初の予定では、題名にある私の論文をすすめながらも Thomson 教授の研究を学び、英語による

コミュニケーション・プレゼンについて深めることが目的であった。上述のように、これらの目的

が達成できただけでなく、投稿していた論文を改定することで採択され、日本では学ぶことがなか

った新たな分野について理解を深め、様々な研究者の論文について直接コメントしディスカッショ

ンをすることができた。よって、当初の目的以上の成果が得られた。  
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